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研究要旨 
現在、日本における車椅子の
重が100kg
れらの者が耐荷重
ではJIS T 9201
荷重超過時の車椅子走行耐久性能とその問題点を調査した
100kg超とされる大型車椅子を対象に試験を行った
確認された。これは、
損の可能性があることを示唆する。
ダミーや試験方法が規格上存在しないため、将来的に、
 
 
A. 研究目的
現在、日本における車椅子の
は体重100kg
ら、近年、医療福祉の充実とともに障害者の寿命が
伸び、健常者と同様に肥満やメタボリック症候群な
どの問題も散見されるようになってきた。これらの
障害者のうち、体重が
車椅子を使用する場合、その安全性は十分に保障さ
れているとは言い難い。これらの者が耐荷重
とされる車椅子を使用した場合、
に耐えられるのであろうか
車椅子および座位保持装置の強度に関する試験方
法はさまざまあるが、そ
9201-2006 
1)がある。本研究では
超過時の車椅子走行耐久性を調査する。具体的には、
100kgを超えるダミーを用いて、現状の車椅子を使
用した際の状況
もし破損等の状況が認められない
状のままでもある程度の耐荷重に対応できることが
明らかとなる
ようであれば、
対応の必要性が明らかとなる。
 
B. 研究方法
耐荷重100kg
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12mmの段差を乗り越えるようにし、基準ドラムで
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車椅子の前後の車輪が直
、高さ

の段差を乗り越えるようにし、基準ドラムで
、前輪は後輪より
回乗り越え

試験後、目視、触感などにより破損
の最中に数回の確
場合には試験を中止

回転時
が破損したた

時に、
本が破損、

2本
 

100kg
を超えた荷重下における走行耐久性試験においては
破損する可能性があることが確認された。すなわち、
これらの車椅子を肥満等により車椅子の耐荷重を超
えた者が使用した場合、使用中に故障等のトラブル

ただし、今回の試験において車椅子に積載したダ

図3.

図4. 

3. スポーク破損の様子

 クロスパイプ破損の様子

スポーク破損の様子 

クロスパイプ破損の様子

 

クロスパイプ破損の様子 
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ミーは規格上存在しなかったため、独自の方法を用
いて試験を行った。具体的には、100kgを超えた増
加分の質量を100kgダミーの胴部、大腿部、脚部に
おける質量分布割合に合わせた錘で、それぞれの部
位に取り付けた。ダミーの質量分布により、破損の
状況が変わる可能性も考えられた。 
 
D. 結論 
 耐荷重を超える負荷をかけた状況で走行耐久性試
験を行い、車椅子の破損状況を確認した。その結果、
耐荷重100kgの車椅子を、それを超える体重の者が
用いた場合、キャスター、スポーク、クロスパイプ
等の部位に破損の可能性があることが確認された。
100kgを超える耐荷重とされる車椅子についても破
損の可能性が示されたが、試験に用いるダミーや試
験の方法が、現在、我が国の規格上は存在しないた
め、この結果については今後さらなる検証が必要で

あると考えられた。 
以上のことから、体重が100kgを超える車椅子使
用者に対するより安全な製品供給のため、今後、
100kgを超える適用使用者体重を想定するダミーや
負荷等を用いた規格や試験方法について検討が必要
である。 
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